













に譲るが、 1903 （明治36）年 5 月に再び院長に復






























































































































日清戦争（1894 ［明治27］年～ 95 ［明治28］年）
は、盟友荒尾精に代わって、根津が所長代理を務































































































































































































































































































こうして、 8 月初旬には日本は第 5 師団 2 万余































































4 月から翌03年 5 月まで、一時、兼務していた同
文書院長の職を杉浦重剛に譲っている。
しかしロシアは、その後も撤兵の約束を履行し













日露戦争は、 1904年 8 ～ 9 月の遼陽会戦、翌05




の 3 つの仕事に従事した。（I）同文書院の第 1 期、
第 2 期卒業生の多くを従軍通訳として送りだした






















































































































































































































































































































三編j （大正 3 年11月一 4 年 2 月）を残しており、
それについて分析しておこう ω）。















め、宣戦が布告された 61）。日本は、 9 月 2 日に竜
口に上陸し、ついで11月 7 日には青島を占領し。
同月末には占領地の行政を開始した。以下に招介
する根津の 3 文書のうち第 l 、第 2 文書は、この
青島占領直後に提出されたものである。
まず第 1 文書は、「対時局策要領j と題し、 11



































































































傾けず、 1915年 1 月 18日、非常に高圧的でかの悪
名高い「二十一ヵ条要求J を突きつけた。その交
渉が中国側の激しい反発にであっていた時期の 2

































































第 3 号 j英冶薄煤鉄公司を日中両国の合弁とす
る。
第 4 号 中国沿岸の港湾と島とを他国に譲与ま
たは貸与しない。


























































しかし第 5 号を除いた「二十一ヵ条要求J は、






























































































年 2 月の「日韓議定書J （日本の軍事行動の自由）
に始まり、 1904年 8 月の第 1 次日韓協約、 1905年
11月の第 2 次日韓協約（外交権の喪失・統監府設





































































































のことを『東亜同文会史J によって、 1904 （明治
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